
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

提出者

　　住所

　　氏名

　　　  　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

　　電話番号

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量

その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

　　当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　A列４番）

　計画期間

　①　事業の種類 D06 建設業/   総合工事業

2026年4月１日～2027年3月31日

　②　事業の規模

　③　従業員数

元受完成工事高：　５．３億円／年

３８名

　④　産業廃棄物の
　　　一連の処理の工程

・がれき類→処分業者へ委託して路盤材として再生利用
・木くず→処分業者へ委託してチップ化し、原燃料として再生利用
・廃プラスチック類→処分業者へ委託して破砕後、固形燃料として
　　　　　　　　　　　　再生利用、または埋立処分
・ガラスくず等→処分業者へ委託して破砕後路盤材へ再生利用
　　　　　　　　　　または埋立処分
・建設混合廃棄物→処分業者へ委託して選別、破砕等の中間処理後
　　　　　　　　　　　　再生利用または埋立処分

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

　事業場の名称

　事業場の所在地

○○建設株式会社　三重営業所

○○市○○町○-○

2026 年　○　 月　○　 日

　三重県知事　殿

代表取締役　　○○　○○

○○市○○町○-○

○○建設株式会社

○○○-○○○ｰ○○○○

提出日を記載してください。

個人事業者は事業者自身、法人事業
者はその代表者が提出者となります。

支店長、営業所長、工場長等が提出
者となっても差し支えありませんが、個
人情報保護の観点から役職名、氏名
を公表しないことがあります。

なお、押印は不要です。

建設業で事業場の名称を支店
等にした場合は、支店等の所在
地を記載してください。

2026年3月31日時点の従業員
数を記載してください。

建設業の場合は、作業所（建設
現場）を統括的に管理する支店
等の名称を記載してください。

ドロップダウンリストから中分類
区分の業種を選定してください。

製造業の場合は製造品出荷額、
建設業は元請完成工事高、医
療機関は病床数等、上水道は
給水量、下水道業は処理水量
等の2025年度の実績を記載して
ください。

産業廃棄物の発生から最終処分が終了するまでの一連の処理の工程（委託処理の内
容含む）を記載してください。
なお、当該欄に全てを記入することができないときは、別紙を添付してください。
（以下同様です）

今年度の計画期間を記載してく
ださい。



　　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

　　【 前年度実績 】

産業廃棄物の種類

排出量

（これまでに実施した取組）

　　【　目標　】

産業廃棄物の種類

排出量

（今後実施する予定の取組）

　（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・金属くず、木くず、アス殻、コン殻、混合廃棄物に分別
・現場作業員の生活系廃棄物と工事から排出される廃棄物との分離
・現場作業員への分別指導･教育の実施
・石綿含有廃棄物の分別

　　産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

②計画

・上記に加え、今後はロックウール材、ALC板、石膏ボードを分別
・狭小作業場における廃棄物集積場の確保、整備
・分別品目ごとに容器を設け、分別表示板を取り付ける
・混合廃棄物の分別精度の向上

（第２面）

(管理体制図）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ： 廃棄物処理に係わる方針の決定。　廃棄物処理に関する各種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事項の決定、承認。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　： 産業廃棄物処理計画の決定。　処理業者の選定・委託契約の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　締結。　監督官庁への各種報告。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ： マニフェスト発行・照合確認・保管。委託先の視察。

①現状

　　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

・実寸発注の実施による余剰材の発生抑制
・余剰材の引き取り
・金属類の有償売却
・コンクリート塊の小割時に鉄筋と分離

②計画 ・代替型枠（鋼製型枠、打ち込み型枠等）工法の採用
・舗装工事における路上路盤再生工法の採用
・工場生産化による現場での端材発生を抑制
・設備工事のユニット化
・外壁サイディング材、石膏ボードのプレカット納入

この欄へは記入せず、別紙1の「今年度目標」欄に
記載してください。

この欄へは記入せず、別紙1の「前年度実績」欄
に記載してください。

営業所長（総括責任者）

工事部長（管理責任者）

作業所所長（現場責任者）

管理組織及び各部署の産業廃棄物の処理に
関わる役割等を記載してください。
なお、個人名の記載はしないでください。

産業廃棄物の排出抑
制に関して、これまで
実施してきた取組及
び今後の取組計画を
それぞれの欄へ記載
してください。

産業廃棄物の分別
に関しての取組及
び今後の取組計画
をそれぞれの欄へ
記載してください。

産業廃棄物処理計画実施状況報

告書（様式第二号の九）を提出す

る事業者は別紙１の「前年度実

績」欄への記載は不要です。



　　【 前年度実績 】

産業廃棄物の種類

　　【　目標　】

産業廃棄物の種類

　　【 前年度実績 】

産業廃棄物の種類

　　【　目標　】

産業廃棄物の種類

　　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

実施していない

①現状

自ら再生利用を行った産業廃棄物の量

　　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

（第３面）

自ら中間処理により減量する産業廃棄
物の量

（今後実施する予定の取組）

自ら中間処理により減量した産業廃棄
物の量

自ら熱回収を行った産業廃棄物の量

実施予定なし

②計画

自ら熱回収を行う産業廃棄物の量

実施予定なし

実施していない

（これまでに実施した取組）

②計画

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

この欄へは記入せず、別紙1の「前年度実績」欄
に記載してください。

この欄へは記入せず、別紙1の「前年度実績」欄
に記載してください。

この欄へは記入せず、別紙1の「今年度目標」欄に
記載してください。

この欄へは記入せず、別紙1の「今年度目標」欄に
記載してください。

事業場内で産業廃
棄物を再生利用して
いる場合は、その実
施状況及び今後の
計画について、それ
ぞれの欄へ記載して
ください。

事業場内で産業廃
棄物の中間処理を
実施している場合は、
その中間処理の内
容及び今後の計画
について、それぞれ
の欄へ記載してくだ
さい。

産業廃棄物処理計画実施状況報

告書（様式第二号の九）を提出す

る事業者は別紙１の「前年度実

績」欄への記載は不要です。

産業廃棄物処理計画実施状況報

告書（様式第二号の九）を提出す

る事業者は別紙１の「前年度実

績」欄への記載は不要です。



　　【 前年度実績 】

産業廃棄物の種類

　　【　目標　】

産業廃棄物の種類

　　【 前年度実績 】

産業廃棄物の種類

（これまでに実施した取組）

　　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

全処理委託量

認定熱回収業者以外の熱
回収を行う業者への処理
委託量

認定熱回収業者への処理
委託量

①現状

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行っ
た産業廃棄物の量

②計画

（これまでに実施した取組）

実施していない

実施予定なし

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

（今後実施する予定の取組）

優良認定処理業者への処
理委託量

再生利用業者への処理委
託量

・電子マニフェストの導入を推進している
・再生利用業者への委託を推進している
・焼却処理の委託はサーマルリサイクル可能な業者を選定している
・委託業者への定期的現地確認を実施している

　　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

（第４面）

この欄へは記入せず、別紙1の「前年度実績」
欄に記載してください。

この欄へは記入せず、別紙1の「前年度実績」
欄に記載してください。

この欄へは記入せず、別紙1の「今年度目標」欄に
記載してください。

産業廃棄物を委託
処理せず、自ら埋立
処分している場合は、
その状況及び今後
の取組計画につい
てそれぞれの欄へ
記載してください。

産業廃棄物の委託
処理における適正
処理、再生利用等
に関する取組状況
及び今後の取組計
画等について、そ
れぞれの欄へ記載
してください。

産業廃棄物処理計画実施状況報

告書（様式第二号の九）を提出す

る事業者は別紙１の「前年度実

績」欄への記載は不要です。

産業廃棄物処理計画実施状況報

告書（様式第二号の九）を提出す

る事業者は別紙１の「前年度実

績」欄への記載は不要です。



　　【　目標　】

産業廃棄物の種類

（第５面）

②計画

優良認定処理業者への処
理委託量

認定熱回収業者への処理
委託量

※事務処理欄

認定熱回収業者以外の熱
回収を行う業者への処理
委託量

（今後実施する予定の取組）

・現状の取り組みを継続する
・電子マニフェストを導入している業者に委託をする
・可能なかぎり優良認定処理業者へ委託をする
・委託業者への定期的現地確認を継続する

再生利用業者への処理委
託量

全処理委託量

この欄へは記入せず、別紙1の「今年度目標」欄に
記載してください。



別紙1 　2026  年度　産業廃棄物処理計画入力表

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ

燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃アルカリ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ゴムくず 金属くず
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ・陶磁

器くず
鉱さい がれき類 ばいじん 紙くず 木くず 繊維くず

動植物性
残さ

家畜の
ふん尿

家畜の
死体

動物系固
形不要物

13号廃棄
物

建設混合
廃棄物

前年度実績 75 2000 2,075

今年度目標 2300 80 2,380

前年度実績 0

今年度目標 0

前年度実績 0

今年度目標 0

前年度実績 0

今年度目標 0

前年度実績 0

今年度目標 0

前年度実績 75 2000 2,075

今年度目標 2300 80 2,380

前年度実績 400 400

今年度目標 500 500

前年度実績 30 2000 2,030

今年度目標 2300 80 2,380

前年度実績 0

今年度目標 0

前年度実績 0

今年度目標 0

（注） 産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第２号の９）を提出する事業者は、本シートの前年度実績欄への記入は不要です。記入しても差し支えありませんが、その際は、様式第２号の９ 別紙２の報告数値と一致していることを確認してください。
（参考） 各項目の白抜き番号は、様式第２号の９ 別紙２の項目番号です。

⑩のうち認定
熱回収業以外の

熱回収を行う
業者への処理

委託量 ⑭

自ら行う産業
廃棄物の中間
処理に関する

事項

自ら熱回収を
行う産業廃棄物

の量  ⑤

自ら中間処理
により減量する

産業廃棄物の量
⑦

自ら行う産業
廃棄物の埋立
処分又は海洋
投入処分に
関する事項

自ら埋立処分
又は海洋投入

処分を行う
産業廃棄物の量

③+⑨

産業廃棄物の
処理の委託に
関する事項

全処理委託量
⑩

⑩のうち優良
認定処理業者

への処理委託量
⑪

⑩のうち再生
利用業者への
処理委託量

⑫

⑩のうち認定
熱回収業者への

処理委託量
⑬

合計量

（ｔ）

産業廃棄物の
排出の抑制に
関する事項

排出量
①

自ら行う産業
廃棄物の再生
利用に関する

事項

自ら再生利用を
行う産業廃棄物

の量
②+⑧

現状/計画
項目

廃棄物の種類

記入不要です

記入願います

産業廃棄物処理計画実施状況報

告書（様式第二号の九）を提出する

事業者は各「前年度実績」欄への

記載は不要です。

ケ ガラス・コンクリート・陶磁器くず

・排出量（実績）：７５ｔ⇒「排出量」①欄（前年度実績）へ記入
排出量（目標）：０ｔ⇒記入不要

・処理委託量（実績）：７５ｔ⇒「全処理委託量」⑩欄（前年度実績）へ記入

・「全処理委託量」⑩欄（前年度実績）７５ｔのうち、再生を委託した量：３０ｔ
⇒「再生利用業者への処理委託量」⑫欄（前年度実績）へ記入

サ がれき類

・排出量（実績）：２０００ｔ⇒「排出量」①欄（前年度実績）へ記入

排出量（目標）：２３００ｔ⇒「排出量」①欄（今年度目標）へ記入

・処理委託量（実績）：２０００ｔ⇒「全処理委託量」⑩欄（前年度実績）へ記入

処理委託量（目標）：２３００ｔ⇒「全処理委託量」⑩欄（今年度目標）へ記入

・「全処理委託量」⑩欄（前年度実績）２０００ｔ のうち優良認定処理業者へ
委託した量：４００ｔ
⇒「優良認定処理業者への処理委託量」⑪欄（前年度実績）へ記入

「全処理委託量」⑩欄（今年度目標）２３００ｔ のうち、優良認定処理業者へ
委託する目標数量：５００ｔ
⇒「優良認定処理業者への処理委託量」⑪欄（今年度目標）へ記入

・「全処理委託量」⑩欄（前年度実績）２０００ｔ のうち、
再生を委託した量：２０００ｔ
⇒「再生利用業者への処理委託量」⑫欄（前年度実績）へ記入

「全処理委託量」⑩欄（今年度目標）２３００ｔ のうち、
再生を委託する目標数量：２３００ｔ
⇒「再生利用業者への処理委託量」⑫欄（今年度目標）へ記入

セ 木くず

・排出量（実績）： ０ｔ⇒記入不要

排出量（目標）：８０ｔ⇒「排出量」①欄（今年度目標）へ記入

・処理委託量（目標）：８０ｔ⇒「全処理委託量」⑩欄（今年度目標）へ記入

・「全処理委託量」⑩欄（今年度目標）８０ｔ のうち、

再生を委託する目標数量：８０ｔ

⇒「再生利用業者への処理委託量」⑫欄（今年度目標）へ記入


